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～もうすぐ梅雨明け・下半期！～ 
今日から値下げ・パスポート申請♪ 
本日７月１日申請分より、パスポートの申請料金が大幅

に値下げとなります。１８才以上は１０年有効に統一され、

昨日まで￥１６,３００（￥15,900）⇒￥９,３００(￥8,900)と

￥７,０００ダウン（カッコはオンライン料金） １８才未満は

引き続き５年有効のみとなり、申請料金は￥１１,３００

（￥10,900）⇒￥４,８００(￥4,400)と￥６,５００ダウン。日本

人のパスポート保有率は約１８％。国民のおよそ５人に４

人は有効なパスポートを所持しておらず、主要な先進国と

比較しても極めて低い水準にとどまっておりますが、これ

を期に海外旅行需要の本格復活が期待されます。 

今日から値上げ・国際観光旅客税 
2019 年より導入(￥1,000)されたことはあまり目立ちませ

んでしたが、国際線航空券購入の際は自動的に上乗せさ

れいる｢税金｣。今日から国籍問わず￥3,000 となります。 

同じパスポートで 4 回出国したら、せっかく下がったパ

スポート申請料金の恩恵がなくなる？日本在住者はぜ

ひ除外してほしかった。という意見も多々！？ 

 

～ ギョウカイＮｅｗｓ２０２６！ ～ 

「令和の列車個室革命？」 
◆ＪＲ東海・東海道新幹線「Supreme Class Cabin」 

東海道新幹線にグリーン車を上回るサービスを備えた

完全個室・最上位クラスの座席「スプリームクラス」が

２０２６年１０月１日より導入されます。１編成にわずか

２室のみの超限定空間。７号車（１室・２名利用も可）と

１０号車（１室・１名利用）が用意されます。２０２７年に

は大型バックシェルを採用したプライベート感のある半

個室（Supreme Class Seat）も導入される予定です。 

◆ＪＲ東日本・特急列車「ルナ・アズール（Luna Azul）」 

乗ること自体が目的となる、夜行運転に対応した新た

な車両は、季節に応じて「夜の運行」と「昼の運行」が

あり、春季～秋季にかけて夜の運行・品川駅から青森

駅までをじっくり時間をかけて走る、夜行列車としての

醍醐味（だいごみ）を味わえるルート（週２往復・１２～

１５時間程度）と、冬季は雪景色などを大きな窓から楽

しみながら、温泉地・草津などのリゾートへと向かう日

中の優雅なルート（週６往復・３時間程度）です。 

２０２７年度の初頭（春頃）から運行を開始する予定で 

すが、こちらは列車のみの単品はなく、旅行商品とし

て(観光や宿泊とセット)での販売予定とのことです。 

□今後ファクシミリ会報｢ダイナマイト FAX は不要 

□送信先･ご担当者様変更(下記ご記入の上返信下さい) 
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お役職 
 FAX 

 

 

通信欄(ご意見･ご要望･行きたいところなどお知らせ下さい) 

イェーイ新松戸！ 

ソウルポッチャ  新松戸１-３５４（京葉ﾂｰﾘｽ駅寄り並び） 

「ポチャ」とは、ママさんいわく、韓国大衆酒場「ポチャンマチ

ャ」を略した言葉だそうで「屋台」との意味もあるそうです。 

キムチやナムルといった前菜系に始まり、チヂミやトッポッ

キ、サムギョプサル風の肉料理、チゲやクッパなどのシメ料

理まで、屋台ではなくちゃんとしたお店のフルコースのように

楽しめます。   TEL：０４７-７０１-７８８２ 予約可 

11:30～14:00／17:00～24：00  定休日：毎週水曜日 

今回の添乗は、新幹線で行く名古屋～伊勢神宮３日間の旅。 

名古屋駅付近は会議や会合でよく訪れますが、「観光」となる

と経験が少なく、今回は伝統建築の犬山城～日本のものづく

りの原点・トヨタの産業技術(トヨタ博物館では名車に見惚れ

て添乗員くん集合時間に遅参곺곻과곽곾곿)や名古屋市科学技術館、

徳川美術館などを見学。シャチホコの名古屋城は天守閣が

老朽化と耐震性の不足により閉鎖(再開見込みなし!?)で、ちょ

っと残念でしたが、ひつまぶしのランチ～名古屋コーチンのお

決まりコース♪ そして前回の「式年遷宮」以来１３年ぶりに

お参りした「神宮」では、おりしも次回遷宮の最初の行事であ

る「お木曳行事の陸曳き」のタイミングでした。(次回は令和 

２５年・２０３３年)平日にもかかわらず、「団体旅行の原点」で

ある「お伊勢参り」はとても賑わっておりました。そして旅のシ

メ〆は「松坂牛」で心もお腹も満足の３日間でした（＾＾） 

 

いりさんの出張レポート ～匠の技と祈りの軌跡へ～ 


